
小学校 •中学校において、学校生活を送るにあたり、保護者の方にご負担いただくものがあります。下記は一例であ
り、あくまでも目安です。

〈無償のもの〉
●入学金、学校給食費、授業料、施設費、教科書は無償です。

〈無償でないもの〉
●小学校 1年生、中学校 1年生の費用の一例です。下記以外にも費用がかかります。また学校や学年によっても異
なります。

　（例）小学校1年生の場合

※その他、PTA費など

　（例）中学校1年生の場合

※その他、PTA費、クラブ活動費など

〈就学援助・就学奨励費〉
区内にお住まいで、国公立の小学校、中学校に在籍する児童、生徒の保護者の方を対象に、所得の状況により、学校
でかかる費用の一部を援助する、就学援助という制度を設けています。
また、区立小学校、中学校の特別支援学級に在籍する児童、生徒（通級学級へ通う児童、生徒を含む）または障害の
ある児童、生徒（学校教育法施行令第 22条の 3に規定する障害の程度に該当するもの）を対象に、所得の状況によ
り就学奨励費を支給することができます。
どちらも申請は毎年度ごとに必要になるので注意してください。
区立小学校、中学校に在籍する児童は入学後に学校から申請書が配られますので、ご希望の場合は申請書を記入し、
学務課学事グループへ提出してください。なお申請書は区役所（3階、7階）、東部区民事務所、西部区民事務所でも
配布しています。区ホームページからもダウンロードできます。また、就学援助・就学奨励費の申請にあたっては、
インターネットから電子申請も可能です。

学校でかかる費用について

教材費（ワークブック、材料費など）
遠足代

年間約13,000 円

ランドセル・体育衣料・上履き・運動靴等 保護者負担があります。

標準服、体育衣料、通学カバン、
上履き、運動靴など

約70,000 円

教材費（ワークブック、材料費など） 年間約24,500 円

校外（宿泊）行事費
保護者負担（一部教育委員会の補助があります）
移動教室代　約17,000円 ※変更する場合があります。

特別支援教育について

特別な教育的支援が必要なお子様のための学習の場として、小学校・中学校に特別支援学級（固定学級・通級指導
学級）、特別支援教室などを設置しています。
特別支援学級や特別支援教室のご利用をお考えの方や就学先について悩まれている場合は、教育センター就学相談
担当へご相談ください。

1 就学相談とは
子どもたちが自信と意欲を持って生き生きと学び、能力を伸ばしていくためには、適切な教育や支援を受けること
が必要です。就学相談は、さまざまな発達の遅れや行動に課題がある児童•生徒のためにより良い教育環境を考えてい
く出発点となる相談の場といえます。
保護者と就学相談員との面接で、一人一人のライフステージを見通しながら、保護者がお子様にどのような教育を
受けさせたいかなどの希望を伺い、お子様の可能性を最大限に伸ばすためにはどのような教育環境や教育内容・方法
が必要かを一緒に考えます。
お子様の様子は、保護者の同意を得たうえで、専門委員がさまざまな検査や観察、また現在利用されている施設・
医療機関などからの資料を参考に把握し、具体的に支援や就学先をご提案させていただきます。なお、プライバシー
の保護には十分配慮しています。
保護者の要望があれば実際に特別支援学級 •特別支援学校などの見学・体験入級をしていただいています。

〈就学相談の流れ〉 教育センター就学相談担当　電話：03（3590）6746

相談受付
保護者から、オンラインまたは電話でお申し込みください（詳細は教育センターホーム
ページをご覧ください）。
※入学後は、在籍の学校へご相談ください。

面　　接 担当する就学相談員と親子で面接します。面接や、ご提出いただく資料をもとに相談資料
を作成します。

就学相談委員会 専門委員が相談の資料やお子様の様子から適切と思われる具体的な支援や就学先をご提案
させていただきます。

就学先の決定 新入学で豊島区立の小学校・中学校に決まった場合は、就学先決定後に入学通知書をお
送りします。

※必要に応じて、学校見学・体験入級ができます。
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「就学支援シート」について

「就学支援シート」は、お子さん一人一人が豊かで楽しい学校生活を送ることができるよう、保護者と幼稚園・
保育園・療育機関とが協力して作成し、お子さんが就学する学校に引き継ぐものです。作成したシートは保護
者の方が直接小学校へお持ちください。提出は任意です。
学校では、「就学支援シート」をもとに、校内での教育支援を進めます。

「就学支援シート」の活用を希望される方は、教育センター就学相談担当までご相談ください。
　※豊島区ホームページ（特別支援教育のページ）からもダウンロードできます。

就学先の学校への
提出

就学支援シート作成
（保護者・就学前機関 
記入欄への記入）

就学支援シートの
入手

2 特別支援学級（固定学級・通級指導学級）、特別支援教室
①特別支援学級　固定学級【知的障害】
発達に遅れのある児童 •生徒を対象として設置され、児童 •生徒はこの学級での学習を基本とし、一人一人の状況に
応じて、通常の学級における交流及び共同学習も行います。

◆ 小学校設置校

◆ 中学校設置校

学校名

西巣鴨小学校

朋有小学校

池袋第三小学校

長崎小学校

要小学校

学校名

巣鴨北中学校

西巣鴨中学校

西池袋中学校

学級名

たけのこ学級

竹の子学級

あゆみ学級

五組

すずかけ学級

学級名

6組

4組

6組

所在地

西巣鴨1-27-1

東池袋 4-40-1

西池袋 3-14-3

長崎 2-6-3

要町 2-3-20

所在地

西巣鴨3-17-1

南大塚 3-18-1

西池袋 4-7-1

学校電話

03（3918）6345

03（3987）6275

03（3984）8501

03（3956）8146

03（3956）8151

学校電話

03（3918）2144

03（3986）0661

03（3986）5427

②特別支援学級　固定学級【自閉症・情緒障害】
知的障害のない自閉症・情緒障害等の児童・生徒を対象とし、異学年の児童・生徒で編制される少人数の学級編制
で授業を行います。児童・生徒は、この学級での学習を基本とし、一人一人の状況に応じて、通常の学級における交
流及び共同学習も行います。児童・生徒の教育的ニーズに応えるため、令和5年 4月、新たに2校（池袋第一小学校、
池袋中学校）に開設しました。

◆小学校設置校

◆中学校設置校

 ③特別支援学級　通級指導学級【難聴・言語】（小学校のみ）
話すこと・聞くことに課題のある児童に対し、聴力の活用、発音の改善等の指導を行う学級です。対象となる児童は、
難聴・言語障害通級指導学級の設置されている学校に通級して学習します。

④特別支援教室（小学校・中学校）
教育活動の一部において、特別な指導を必要とする児童 •生徒を対象に設置しています。児童 · 生徒は、通常の学級
に在籍し、学習活動の一部（週1回 1～ 2時間程度）を特別支援教室で受けます。拠点校の教員が児童 •生徒の在籍
する学校を巡回して指導します。

◆小学校…区内を6つのブロックに分け、6つの拠点校が設置されています。

◆中学校…区内を2つのブロックに分け、2つの拠点校が設置されています。 
※中学校では特別支援教室を「S-room」と呼んでいます。

学校名
南池袋小学校
池袋第一小学校

学校名
池袋中学校

学校名
池袋小学校

拠点校

朝日小学校
（教室名：ひいらぎ）

池袋本町小学校
（教室名：たんぽぽ）

南池袋小学校
（教室名：くわのみ）

拠点校
巣鴨北中学校
千川中学校

学級名
けやき学級

かしわ学級

学級名
E組

学級名
ことばときこえの教室

巡回校

仰高小学校

駒込小学校

清和小学校

西巣鴨小学校

池袋第一小学校

池袋小学校

巣鴨小学校

豊成小学校

朋有小学校

所在地
南池袋3-18-12

上池袋 4-28-1

所在地
池袋本町1-43-1 03（3986）5435

所在地
池袋4-23-8

学校電話
03（3987）6278

03（3916）3435

学校電話

学校電話
03（3986）2858

拠点校

目白小学校
（教室名：あおぞら）

長崎小学校
（教室名：ひまわり）

千早小学校
（教室名：あすなろ）

巡回校
駒込中学校、西巣鴨中学校、千登世橋中学校

池袋中学校、西池袋中学校、明豊中学校

巡回校

池袋第三小学校

高南小学校

椎名町小学校

富士見台小学校

要小学校

高松小学校

さくら小学校
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西池袋中学校 チャレンジクラス（登校支援学級）
「スリジエ」

スリジエの特徴

豊島区教育委員会は、令和7年4月にチャレンジクラス「スリジエ」を開級しました。

豊島区立西池袋中学校の校内に設置された登校支援学級です。1学年10名程度の少人数学級で、豊島区立中学

校に在籍または豊島区在住の不登校（不登校傾向含む）生徒が対象です。登校時刻を遅らせたり下校時刻を早め

たりするなどゆとりある生活時程を工夫することで、安心して学校生活を送ることができます。また、正規の教

員が一人ひとりの学習状況に応じた指導を行うことで、学習の定着を図ります。

スリジエ（cerisier）とは、フランス語で「桜の木」を指し、豊島区が「ソメイヨシノ」発祥の地であり、区の

木に指定されています。花言葉に「私を忘れないで」「よい教育」「心の美しさ」等の意味があることから、子

どもの声に耳を傾け、誰一人取り残さない教育を実現する思いを込めて命名されました。

�� ゆとりある生活時程、少人数の環境の中で、生徒の状況に合わせた授業を実施します。　　

�� 体験的な学習や行事等を通し、生徒の主体性を大切にし、チャレンジする意欲を育みます。

�� 定期的に生徒や保護者と面談しながら個別の支援計画を立てます。スクールカウンセラー、
　 スクールソーシャルワーカーや相談員に相談ができます。

【問い合わせ先】 豊島区立教育センターへ（☎03-3590-1251)

※HPリンク　https://www.city.toshima.lg.jp/439/2411210941.html
※詳細につきましては、在籍校または教育センターへご相談ください。

豊島区特別支援教育推進計画 【第二期 改訂版】 の策定
令和4年3月に、「豊島区特別支援教育推進計画（令和4～6年度）」を策定しました。
計画の進捗状況を点検・評価し、その結果を内容に反映させ、改訂版を作成いたしました。本計画を基にして
特別支援教育の充実を図り、目標「誰もが相互に人格と個性を尊重し合い、互いの多様性を認め合う共生社会の
形成」の達成を目指します。
目標を支えるのが2本の柱です。この2本の柱の内容を踏まえた具体的な取組目標を、6つの推進プランとして
まとめました。教育委員会が計画の達成に向け全体の進捗状況を把握して指導・助言を進めてまいります。

※１　豊島区では、障害のある者と障害
のない者が共に学ぶ場を、現在の環
境の中でできる限り設定。児童生徒
等が将来社会で参加及び貢献できる
ように、一人ひとりの力を最大限に
伸ばすことが目的。

※２　学校では、障害のある児童生徒等
を含む、すべての児童生徒等が分か
りやすく、参加できる授業。

※３　障害のある児童生徒等と障害のな
い児童生徒等が活動を共にする機会。
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